
 

 

 

 
夢の先に志がある ～夢と風太 そしてふるさと～ 

                             校長 前 田 敦 子 

 

１日順延となりましたが、６月１１日（日）には、多くのご来賓・地域・保護者の皆様にご来場をいただき、

運動会を開催することができました。前日には水たまりがあったグラウンドですが、たくさんの皆様に駆けつ

けていただき、きれいに整備をしていただきました。また、当日には、ＰＴＡの皆様にも、運営の準備やお手伝

いをしていただきました。お陰様で、子供たちと教職員、会場の保護者・地域の皆様がひとつになって楽しむ

ことができた素敵な運動会となりました。８２名の全校児童が全員参加し、笑顔いっぱいがんばることができ

ました。そして、遠足「ぐるっと寿都」の経験を生かした例年以上のチームワークと高学年のリーダーとして

の姿が印象的でした。 

多くの皆様の温かいご支援に、教職員一同心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

  

 ６月１６日（金）には、寿都町のマスコットキャラクター「風太」の生みの親である漫画描きの〇〇〇さんを

お迎えし、５・６年生の子供たちに、漫画教室とキャリア教育に関わってのお話をしていただきました。 

 〇〇さんが漫画描きになるまでの経験や今も夢の途中であることを、寿都弁で気さくに語り掛け、飾らない

言葉で思いを話してくださったことで、子供たちは夢をもう一度考えるきっかけとなったようです。 

 

○漫画を描き続けることで自分の至らなさも見えてくる。しかし、書き続けることでいろいろな人との出会い

があり、その出会いが自分を支えてくれている。 

○夢を持ち続け、そこに向かっていくことで志が生まれる。自分がどんな漫画を描きたいのか。人の心を動か

す漫画を描きたいと確信し読んでくれる人のことを考えた時、力が倍になる。 

○自分の夢に向かって少しずつ歩いていく。時間をかけて技術を覚え、夢を育み、叶えていく。すぐに結果は

出ないし、叶えられないかもしれないけれど、夢に向かってやってきた力は生かすことができる。夢は形が

ないものだから、無くなることはない。 

 

３年生が牡蠣の学習でお世話になった〇〇漁業さんがおっしゃていた「お客さんに

安全においしい牡蠣を食べてもらいたい。だから品質管理の努力を怠らない。」という

ことも、４年生が見学に行った南後志清掃センターの方々が「きれいな町を守る。だか

ら、ごみを適切に処分する」ということも、それぞれが持っている志。仕事をしている

人たちの志によって、私たちの今が支えられていることを感じることが、子供たちのキ

ャリア教育の一歩です。 

 

 〇〇さんが、子供のころから寿都町のたくさんの大人たちに育んでもらったと話して

くださった寿都神社例大祭の渡御が、４年ぶりに開催されます。 

 子供たちがたくさんの大人たちの志にふれ、たくさんのことを学ぶ機会になることを

願います。 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

寿都小学校 学校だより 

令和５年度 第３号 

令和５年６月３０日発行 

【教育目標】 

自分を伸ばし 広い心でがんばり通す 寿小の子 

 ・よく考え、進んで学ぶ子 「知」 

 ・明るく思いやりのある子 「徳」 

 ・強く、たくましい子   「体」 

【今年度の重点目標】 

自分の言葉で伝える 自分らしく学ぶ 

～自分を信じる力～ 



 

 

 

６月１１日（日）「寿都小大運動会」を実施しました。子どもたちは、「Believe～仲間を！チーム
を！自分を！」のスローガンのもと、力を十分に出し切ることができました。また、高学年は、競技
だけではなく、係の仕事にも一生懸命取り組みました。 

子どもたちはそれぞれ運動会の目標をもち、仲間と励まし合い、支え合いながら練習に取り組みま
した。子どもたちの新たな挑戦、大・大活躍の
様子を楽しんでいただけたと思います。保護者
の皆様にはあたたかい応援やお手伝いをして
いただき、たいへん感謝しております。 
前日のグラウンド整備・準備の際もたくさん

の方にお手伝いしていただき誠にありがとう
ございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寿都町は、豊かな自然に囲まれ、海・風をはじめ、地域資源の宝に恵ま

れています。子どもたちもその恩恵を受けていつも豊かな体験活動をさせ

てもらって、本物に触れるよさを肌で感じています。 

６月は４年生が「清掃センター」へ、３年

生が「カキの学習」で「〇〇漁業さん」へ行

きました。行くところすべてで子どもたちに笑顔で丁寧に接してくれ、

まちの皆さんの温かさを感じます。いつもありがとうございます。そん

なまちの皆さんに育てられた子どもたちは、ふるさと寿都愛にあふれる

人に成長していくことと思います。 
 

ご厚情ありがとうございました 

「寿都小学校大運動会」に対しまして、次の皆様からお祝いをいただいてお 

りますので、ご紹介いたします。 

寿都町長              〇〇 〇〇 様 

寿都生コン株式会社 代表取締役社長 〇〇 〇〇 様 

磯谷ハイヤー有限会社 代表取締役  〇〇 〇〇 様 

ご協力ありがとうございま

した 
運動会アンケートへのご協力、あ

りがとうございました。別紙にまと

めておりますので、ご覧ください。 

豊かな体験活動を通して 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジリエンス とは、「ストレスやプレッシャーから回復するための力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どものレジリエンスを高める最大のサポーターは、やはり「親」 

子どものレジリエンスを高めるには、人に惜しみなく与える人 

（ギバー）の存在が重要だそうです。その一番手が「親」ということ 

だそうです。ギバーの役割として、 

①がんばりをほめる ②「あなたならできるよ」とはげます  

③「なんとかなる」とポジティブな楽観性を示す 

だそうです。学校でもよく使う言葉かと思います。 

お家でも意識してみてはいかがでしょうか？    監修：久世浩司「レジリエンスで心が折れない自分になる」より 

 

 

いじめ把握のためのアンケ―ト結果より 
いじめとは、「児童生徒と一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む。）で、その行為の対象になった児童生徒が心身の苦痛を

感じているもの」と定義されております。 

今回実施した第１回目のアンケート及び教育相談で、「４月から現在に至るまで、嫌な思いをしたことがある」

と回答した児童が６名いました。アンケート後、個別に話を聞いたり、教育相談をしたりするなどして解消して

きました。大きないじめ事案として取り上げる件はありませんが、今後、様子を見守っていかなければならない

件もありました。 

これからも、教職員全員で子供たちから発信されているサインを見逃さないようにしていきます。ご家庭でも

お子様の様子で気になることがありましら、遠慮なく学校へご連絡下さい。 

 

 

～笑顔いっぱいの寿都小学校に！～ 

今月から児童会書記局の企画として始まりました。うれしかったこと、 

友達の良い行動を書いて、笑顔いっぱいのパフェを作成するものです。 

こういう取り組みを通して、友達のよさを見つけて、伝えることによって 

自己肯定感を高め合ったり、学校全体が温かい 

雰囲気に包まれたりすることをねらっています。 

笑顔いっぱいの寿都終学校をみんなでつくろう！ 

各学級・児童会活動・縦割り班活動などを通して、「自主性や主体性を育み、自己肯定感を高める活動」を行

っています。子どもたちの内心が育ち、ポジティブな言葉で励まし合ったり、互いに認め合ったりすること

により、いじめの芽となる行動を未然に防ぐ目的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス毎の毎月の目標          委員会の活動               たてわり班そうじ 

 

 

 

 

 

寿都神社例大祭 
４年ぶりの開催となり、子どもたちも楽しみにして

いることと思います。「お祭りについてのやくそく」の

おたよりも出ますので、そちらでもご確認ください。 

踊りの練習などもあるかと思います。体調にも気を配

ってあげてください。 

修学旅行へＧＯ！ 
 ７月６日（木）７日（金）函館へ行ってきます。こ

の日を迎えるまでの準備も楽しみながら当日を迎え

ることと思います。仲間との最高の思い出となるよう

気持ちや体調は整えておきましょう。お家での準備も

ご協力よろしくお願いします。 


